
サンエツ金属（株） の SDGs 取組み 
 

 

≪創業からの沿革≫ 

 1937 年（昭和 12 年）12 月 - 阪根伸銅株式会社を設立。 

 

 1943 年（昭和 18 年）12 月 - 関東通信金属株式会社に商号変更。 

 1947 年（昭和 22 年）5月 - 三越金属工業株式会社に商号変更。 

 1984 年（昭和 59 年）9月 - 北陸金属工業株式会社と合併し、（旧）

サンエツ金属株式会社に商号変更。 

 1993 年（平成 5年）12 月 27 日 - 名古屋証券取引所二部に上場。 

 2000 年（平成 12 年）4月 - 住友金属鉱山伸銅株式会社から黄銅線

事業の譲渡を受ける。 

 2007 年（平成 19 年）10 月 - 住友軽金属工業の子会社である新日東

金属株式会社を吸収合併。 

 2011 年（平成 23 年） 

o 4 月 - 筆頭株主で提携先のシーケー金属株式会社の株式

を取得し子会社化。 

o 10 月 - 株式会社 CK サンエツに商号変更し持株会社化。

新設子会社サンエツ金属株式会社に分社化。 

 2012 年（平成 24 年）12 月 - 古河電気工業からめっき線とりん青銅

線の製造設備を譲受。 

 2013 年（平成 25 年）6月 - 日立電線子会社の日立ケーブルプレシ

ジョンからめっき線事業を譲受。 



 2014 年（平成 26 年）3月 - 高岡工場が ISO/TS16949 の認証を取

得。 

 2015 年（平成 27 年）3月 18 日 - 株式会社 CK サンエツが株式公開

買付けにより日本伸銅株式会社の株式を取得し子会社化。  

 2017 年（平成 29 年） 

o 3 月 21 日 - 東京証券取引所二部に上場。 

o 6 月 26 日 - 名古屋証券取引所二部上場廃止。 

 2018 年（平成 30 年）3月 22 日 - 東京証券取引所一部に指定替え。 

 

 2020 年（令和 2年） 

o 6 月 - 日立金属子会社の日立アロイから黄銅棒事業・加

工品事業・黄銅線製造設備を譲受。 

o 7 月 - 日立金属から同社桶川工場の自動車部品用銅合金

（シンクロナイザーリング）事業等を譲受。 

 

≪経営理念≫ 

１． 良いものだけを、安く、早く、たくさん生産することで、社会に貢

献します。 

２． 努力するに値するプロの仕事と、努力して働くほど報われる働きが

いのある職場を提供することで、社会に貢献します。 



３． 期待され、期待に応え、期待を超えるため、弛みない努力を重ねま

す。 

 

≪生産している製品と SDGs の関係≫ 

黄銅を中心に、銅及び銅合金の棒と線を生産しています。 

 

 

 

黄銅棒は、切削加工性が良好で、精密切削加工に適していることから、多

くの医療機器に採用されています。注射器や歯科医師用インスツルメンツ

等の日常的に目にするアイテムから、人工呼吸器等の部品やＣＴスキャナ

装置の心臓部まで、黄銅棒が先端医療を支えています。 

 



安全な水とトイレは、多くの黄銅棒の切削加工品や熱間鍛造品で成り立っ

ています。水道の蛇口にも、水道の配管に用いられる止水栓や継手にも、

温水洗浄便座の内部にも、黄銅棒が多用されています。 

 

 

発電所で作り出される電力は、多くの電線によって家や工場に供給されて

います。発電所の配線には、黄銅製の大口径のフランジや、開閉器が多数

用いられています。 

 

≪現在の SDGs について、特に力点を置いている点≫ 

 

働き甲斐のある会社によってこそ経済成長が達成されます。当社では毎年

Great Place To Work(R) Institute Japan による「働き甲斐のある会社」

ランキング 

調査にエントリーしており、６年連続でランクインしています。２０２２

年度には、従業員 100 人～999 人部門において第２位に選出されました。 



 

 

当社の本拠地は富山県西部です。富山県内では砺波市と高岡市に工場があ

ります。社員の９割が富山県出身者もしくは富山県の大学を卒業した等、

富山県と何等かのご縁のある社員です。経営理念に「努力するに値するプ

ロの仕事と、努力して働くほど報われる働きがいのある職場を提供するこ

とで、社会に貢献します。」と標榜している通り、この地域に根差して、富

山県西部に産業と技術革新の基盤を確立しています。 

 

富山県砺波市の砺波工場 



 

富山県高岡市の高岡工場 

 

≪今後の展望と期待≫ 

 

  「住み続けられるまちづくりを」というのは、つまりサスティナブルな社会

の実現を意味しています。ここで最も重要なことは、製品を生産する際に、

どの程度のリサイクル原料を使用しているかです。黄銅棒は９０％、黄銅線

も５０％はリサイクル原料から生産されています。産業の静脈であるリサ

イクルルートを、より精緻に高度に整備することで、リサイクル原料使用比

率を更に引き上げて行くことが可能となります。当社は、この分野に対する

関与と支援をこれからも一層強めて行く計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪会社の紹介≫ 

（１）企業名：サンエツ金属株式会社（親会社は株式会社ＣＫサンエツ） 

（２）代表者名：釣谷宏行 

 

（３）創業年月：1920 年（大正 9年）6月 10 日 

（４）資本金：3億 100 万円（親会社は 28 億円） 



（５）従業員数：553 名（親会社の連結では 1,023 名） 

（６）所在地：本社富山県 

（７）URL：www.sanetu.co.jp 


